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オープニングセッション 

特別講演－自然災害と感染症－ 

特別セッション－診断技術イノベーション－ 

主催者挨拶、各拠点のプログラム紹介 

 

 

Ⅰ. “In pursuit of the intercontinental transmission of cholera: the origin and spread of cholera in Haiti” 
   －G. Balakrish Nair （インド拠点）     

Ⅱ.  “Prevention and control of communicable diseases during and after big flood in Thailand, 2011”  
   －Pathom Sawanpanyalert （タイ拠点） 

Ⅲ.   “ Infectious diseases after Tsunami. Aceh (Indonesia) experience” 
       －Nasronudin （インドネシア拠点） 

 

   岡田和久（タイ拠点）、堀井俊宏（大阪大）、森田公一（長崎大）           

本フォーラムは、文科省「感染症研究国際ネットワーク推進プログラム」事業の一環として行われるもので、今回がその７回目となります。 
ご来聴を歓迎します。参加は無料ですが、事前登録をお願い致します。開催機関の神戸大学医学部（E-mail:kkoryu@med.kobe-u.ac.jp又は
TEL078-382-5192)までお問い合わせください。また内容は予定であり、予告なく変更する場合があります。

 
   

Ⅳ.   “Infectious disease risk and public health recovery after the Great East Japan Earthquake” 
   －押谷 仁 （東北大） 

Ⅴ.  “Communicable diseases after the Great East Japan Earthquake” 
    －岩田 健太郎 （神戸大） 

インフルエンザ、ウイルス肝炎、消化器感染症、寄生虫・細菌・ウイルス性全身感染症、 
デング並びに節足動物媒介感染症、結核並びに呼吸器感染症、HIVとAIDS 

 一般講演及びポスターによる成果発表 
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